「有楽苑の花」

有楽苑の注目すべき植物
有楽苑は、織田有楽(1547–1621)と日本の茶庭の美しさを伝える生きたモニュメントである。有楽が愛した庭園を目指し、堀口と造園業者が、樹木、草木、苔の一つひとつを厳選し、配置、育成を工夫したものである。桜や椿の花が彩りを添え、竹林が周囲の市街地を遮り、シダや苔が石組みに重厚感と古さを与えている。どの植物も庭園全体に重要な役割を果たしているが、その中でも特に注目すべき植物を紹介する。

有楽椿
有楽椿は、14世紀から16世紀にかけて中国から渡来したツバキと日本のツバキの交配種である。特に椿をこよなく愛した有楽が、如庵の近くで栽培・植栽したとされる。有楽椿は中輪のピンク色の花を咲かせ、花弁は一重で、黄色の中心が際立つ。3月から4月にかけて咲き、茶席での生け花に多く用いられる。有楽苑では、書院の北庭の西壁に沿って植えられている。

ヒトツバタゴ
ヒトツバタゴは、5月中旬にレース状に香り高い白い花を咲かせる。日本では比較的珍しい種であり、環境省のレッドデータブックでは絶滅危惧種（VU）に指定されている。犬山市郊外に自生するヒトツバタゴは、1923年に天然記念物に指定された。
この木には「ナンジャモンジャ」などいくつかの和名があり、堀口はその名前に惹かれ、北の書院の庭のひときわ目立つ場所に植えた。

キッコウチク
キッコウチクは背が高く、肉厚の竹で、節が交互に傾斜してジグザグ模様になることから亀甲を連想させる。孟宗竹の変種とされる。有楽邸の史料や絵図によると、孟宗竹に囲まれており、この種が有楽苑のあちこちに植栽されていたことがわかる。亀甲型は元庵の入り口付近の一画に生育している。

生きた雲金（桜・楓）

犬山焼のモチーフである「雲金」は、有楽苑に存在する。弘庵のそばにある白漆喰の壁のすぐ北側、小道の脇に桜の木が生えている。その幹が頭の高さくらいで枝分かれし、その真ん中に楓の木が幹から伸びているのである。
